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問　

こ
と
し
２
月
に
南
関
東
防

衛
局
よ
り
、
平
成　

年
度
か
ら
厚

２３

木
基
地
へ
Ｐ－

１
（
次
期
固
定
翼

哨
戒
機
）
を
配
備
す
る
と
の
通
知

が
あ
っ
た
。こ
の
通
知
は
、ジ
ェ
ッ

ト
機
の
使
用
制
限
な
ど
を
定
め
た

「　

文
書
」に
抵
触
す
る
も
の
で
、

４６
厚
木
基
地
へ
の
Ｐ－

１
配
備
は
で

き
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま

た
、　

文
書
の
堅
持
に
対
す
る
市

４６

二
見　

昇

市
民
の
安
全
を
守
る「　

文
書
」

４６

の
堅
持
を
市
は
ど
う
考
え
る
か

の
考
え
は
。
在
日
米
軍
再
編
計
画

で
は
、　

年
に
岩
国
基
地
か
ら
移

２６

駐
す
る
自
衛
隊
機　

機
の
中
に
、

１７

小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
４
機
含
ま
れ

て
い
る
。ま
た
、移
駐
に
伴
う
自
衛

隊
員
の
増
員
も
想
定
さ
れ
る
が
、

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
使
用
制
限
と
併
せ

て
、
自
衛
隊
員
は
約
２
０
０
０
人

で
構
成
す
る
と
し
た　

文
書
と
の

４６

整
合
性
は
ど
う
整
理
す
る
の
か
。

　

答　

Ｐ－

１
配
備
計
画
は
、
市

が
求
め
る
基
地
の
整
理
縮
小
や
早

日
本
共
産
党　

上
田　

博
之

　

問　

本
市
の
公
共
交
通
の
要
は

バ
ス
に
な
る
。高
齢
化
が
進
む
中
、

運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
方
も
増

え
て
お
り
、
バ
ス
の
果
た
す
役
割

は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
は
高
齢
者
の
運
賃
が

１
０
０
円
だ
が
、
路
線
バ
ス
も
１

０
０
円
で
乗
れ
る
対
策
が
必
要
で

は
。厚
木
市
で
は
、バ
ス
事
業
者
が

年
額
９
０
０
０
円
で
発
行
す
る
割

引
パ
ス
を
購
入
す
る
際
、
７
０
０

０
円
を
補
助
し
て
い
る
。
割
引
パ

ス
が
あ
れ
ば
１
回
１
０
０
円
で
乗

車
で
き
、
数
多
く
乗
車
す
れ
ば
１

回
１
０
０
円
の
運
賃
に
近
づ
く
。

高
齢
者
の
外
出
機
会
を
増
や
し
、

健
康
を
増
進
さ
せ
、
医
療
費
増
大

を
防
ぐ
効
果
も
期
待
さ
れ
る
が
。

　

答　

鉄
道
駅
の
な
い
本
市
に
と

っ
て
、
路
線
バ
ス
は
重
要
な
交
通

手
段
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ス
利
用

者
に
は
高
齢
者
も
多
く
、
バ
ス
交

通
網
の
充
実
は
、
買
い
物
や
通
院

な
ど
の
移
動
手
段
の
提
供
と
と
も

に
、
充
実
し
た
生
活
の
後
押
し
を

す
る
重
要
施
策
と
考
え
て
い
る
。

割
引
パ
ス
は
、
バ
ス
事
業
者
が
高

齢
者
に
対
し
て
実
施
し
て
い
る
こ

と
や
割
り
引
き
を
受
け
る
に
は
一

定
回
数
以
上
の
利
用
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
市
外
で
も
利
用
可
能
で

あ
る
こ
と
な
ど
課
題
も
多
い
。
提

案
の
内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
齢

者
の
外
出
機
会
の
拡
大
に
つ
な
が

る
よ
り
良
い
制
度
の
導
入
を
目
指

し
て
研
究
を
進
め
た
い
。

（
ほ
か
に
「
通
過
交
通
が
住
宅
地

に
流
入
で
き
な
い
対
策
を
」
「
医

療
費
患
者
窓
口
負
担
の
軽
減
制
度

を
実
効
あ
る
も
の
に
」
を
質
問
）

高齢者が路線バス

に１００円で乗れ

る対策が必要では

期
返
還
に
反
し
て
お
り
、
国
に
再

考
を
求
め
て
い
る
。
一
方
、
ジ
ェ

ッ
ト
機
の
安
全
性
や
静
粛
性
に
は

進
歩
が
見
ら
れ
る
が
、
市
民
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
も
慎
重
な
対
応

が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、　

文
４６

書
の
ジ
ェ
ッ
ト
条
項
は
、
緊
急
や

む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
ジ
ェ
ッ

ト
機
を
使
用
し
な
い
と
し
た
重
要

な
内
容
と
認
識
し
て
お
り
、
そ
の

堅
持
を
強
く
求
め
て
い
く
。
再
編

計
画
で
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
移
駐
は
、

ジ
ェ
ッ
ト
条
項
に
反
す
る
が
、
艦

載
機
の
移
駐
で
、
相
対
的
に
騒
音

被
害
は
縮
小
す
る
と
考
え
る
。
自

衛
隊
員
は
、
現
在
の
２
０
０
０
人

か
ら
増
員
と
な
れ
ば
、　

文
書
に

４６

抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
。

７
月　

日
、
「
市
ふ
れ
あ
い
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

２４

た
。
コ
マ
地
図
を
頼
り
に
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
夏
の
夜
を

満
喫
し
ま
し
た

　

問　

平
成　

年
に「
新
時
代　

あ

１３

や
せ
プ
ラ
ン　

」を
策
定
し
、中
心

２１

核
と
良
好
な
住
環
境
づ
く
り
で　
１０

万
人
都
市
を
目
指
し
て
き
た
。
こ

こ
で
計
画
を
見
直
す
こ
と
に
な
っ

た
理
由
と
し
て
、
流
入
を
上
回
る

人
口
の
流
出
が
考
え
ら
れ
る
が
、

人
口
推
計
を
見
直
す
こ
と
に
な
っ

た
ま
ち
の
課
題
は
何
か
。
人
口
流

出
対
策
は
、
職
住
近
接
に
よ
る
だ

佐
竹　

百
里

人
口
の
将
来
推
計
か
ら
見
直
す

べ
き
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
は

け
で
な
く
、住
み
や
す
く
、若
い
世

代
の
流
出
を
止
め
る
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。ま
た
、基
地
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
環
境
を
守
る
と
い
う
視

点
で
県
が
提
示
し
た
、
在
日
米
軍

基
地
に
関
す
る
環
境
特
別
協
定
に

同
調
し
、
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
で
交
流
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

こ
れ
ま
で
、
市
の
中
心
部

に
商
業
施
設
を
誘
致
す
る
な
ど
、

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
計
画
を
推
進
し

て
き
た
。
今
後
は
、
子
育
て
に
適

し
た
環
境
づ
く
り
や
若
者
が
働
け

る
雇
用
の
場
の
確
保
が
課
題
と
な

る
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
雇
用
、
環
境
、
子
育
て
、
教

育
な
ど
全
体
の
質
の
向
上
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
効
果
を
活

用
し
た
企
業
誘
致
で
、
雇
用
を
増

や
す
こ
と
も
重
要
な
施
策
と
考
え

る
。ま
た
、基
地
の
整
理
、縮
小
、返

還
を
求
め
て
い
る
中
で
は
、
積
極

的
な
交
流
の
拡
大
は
考
え
て
い
な

い
が
、
環
境
問
題
で
基
地
側
と
理

解
し
あ
え
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
考

え
て
い
く
必
要
は
あ
る
。

（
ほ
か
に
「
市
民
の
政
策
立
案
へ

の
参
画
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

渡
部　

市
代

　

問　

「
食
」が
今
、岐
路
に
立
っ

て
い
る
。
食
料
自
給
率
が　

％
を

４０

切
り
、
化
学
肥
料
の
多
投
で
土
地

が
や
せ
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
減
少
し
た

野
菜
が
多
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
長
期
的
展
望
に
立
っ
た

施
策
が
必
要
で
あ
る
。
環
境
に
配

慮
し
た
食
料
の
生
産
は
、
こ
れ
か

ら
の
農
業
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
で
あ

り
、
環
境
、
食
、
農
業
を
つ
な
ぐ

拠
点
づ
く
り
は
重
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。ま
た
、生
ご
み
で
作
っ
た

堆
肥
を
活
用
し
た
有
機
農
法
に
よ

る
野
菜
作
り
は
、
資
源
循
環
型
社

会
に
も
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
本
市

の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と

思
う
。
ア
グ
リ
パ
ー
ク
構
想
の
中

で
、
生
ご
み
を
活
用
し
た
野
菜
作

り
の
農
園
設
置
を
考
え
な
い
か
。

　

答　

現
在
策
定
中
の
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
、
本
市
の
環
境
資

源
で
あ
る
農
地
の
保
全
や
食
を
テ

ー
マ
と
す
る
観
光
、
交
流
、
情
報

発
信
等
の
新
た
な
拠
点
作
り
を
目

指
す
ア
グ
リ
パ
ー
ク
構
想
を
掲
げ

て
い
る
。
こ
の
構
想
の
中
で
食

品
、
健
康
、
環
境
産
業
と
の
連
携

に
よ
る
研
究
開
発
や
市
場
開
拓
な

ど
を
視
野
に
入
れ
て
実
施
計
画
を

策
定
し
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

生
ご
み
か
ら
堆
肥
を
作
り
、
野
菜

作
り
に
生
か
す
こ
と
は
、
地
産
地

消
の
考
え
方
や
資
源
循
環
型
農
業

の
視
点
か
ら
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
そ
う
し
た
農
園
の
設
置

は
、
堆
肥
成
分
等
の
問
題
を
調
査

し
た
上
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
高
齢
者
の
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
を

質
問
）

生ごみを利用し資

源循環型のまちづ

くりを目指しては

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市

の
行
政
（
一
般
事
務
）
全
般
に

わ
た
り
、
市
側
に
対
し
事
務
の

執
行
の
状
況
及
び
将
来
に
対
す

る
方
針
な
ど
に
つ
い
て
所
信
を

た
だ
し
、
あ
る
い
は
報
告
、
説

明
を
求
め
、
ま
た
は
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

質
問
は
、
議
会
に
上
程
さ
れ

た
議
案
と
は
関
係
な
く
、
市
の

行
政
全
般
に
つ
い
て
認
め
ら
れ

る
も
の
で
、
議
案
に
関
す
る
質

疑
と
は
本
質
的
に
異
な
り
、
質

問
に
は
意
見
を
加
え
て
も
差
し

支
え
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
主
導
に
よ
る
政

策
論
議
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
質

問
す
る
議
員
は
も
ち
ろ
ん
、
受

け
る
執
行
機
関
も
十
分
な
準
備

が
必
要
で
あ
る
た
め
通
告
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
議
会
で
は
、
質
問
の
方

法（
一
括
か
一
問
一
答
）を
通
告

の
際
、
議
員
が
選
択
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。議
場
で
は
、

１
回
目
は
登
壇
し
て
通
告
内
容

す
べ
て
に
わ
た
り
質
問
し
、
２

回
目
か
ら
は
自
席
で
行
い
ま
す
。

『
一
般
質
問
』
と
は

市の花「ばら」




